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横
浜
の
一
〇
年

都
心
部
に
集
中
す
る
事
業
所

横
浜
の
事
業
所
数
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
一
〇
大
都
市
の
中
で

は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に
次
い
で
第
四
位
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
市
民
一
万
人
当
り
で
比
較
し
て
み
る
と
、
三
五
四
か
所
と
一
〇

大
都
市
中
最
低
で
、
こ
こ
に
も
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
す
る
横
浜
の
姿

が
現
わ
れ
て
い
る
（
図
－
1
1
5
）
。

こ
れ
を
区
別
で
比
較
す
る
と
、
中
区
・
鶴
見
区
・
南
区
な
ど
主
と

し
て
都
心
部
の
区
に
集
中
し
て
お
り
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当

り
の
事
業
所
密
度
で
も
同
様
の
結
果
が
現
わ
れ
て
い
る
（
図
-
1
1
6
）
。

ま
た
、
産
業
別
事
業
所
数
の
構
成
比
で
は
、
四
十
四
年
に
卸
小
売

業
が
五
一
・
三
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
十
七
年
に
は
五
〇
％
台

を
割
っ
た
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
な
ど
が
わ
ず
か
な
が
ら

減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
、
不
動
産
業
・
建
設
業
・

運
輸
通
信
業
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
（
図
-
1
1
7
）
。

従
業
員
数
で
は
、
省
力
化
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
業
の
み
が
増
加
し
て

い
る
（
図
-
1
1
7
）
。

図一115　事業所数10大都市比較（47.9.1現在）
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図一116　事業所数区別比較（47.9.1現在）

図一117　産業別事業所数と従事者数の構成比（47.9.1現在）
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主
要
産
業
は
電
機
・
輸
送
用
機
器
製
造

横
浜
の
製
造
業
の
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
一
兆

二
〇
億
円
か
ら
、
四
十
七
年
に
は
二
兆
三
、
〇
六
一
億
円
に
伸
び

て
い
る
が
、
そ
の
七
四
・
一
％
を
重
化
学
工
業
が
占
め
て
い
る
点

が
特
徴
で
あ
る
。
四
十
七
年
の
業
種
別
集
計
で
は
、
と
く
に
輸
送

機
・
電
機
関
係
が
出
荷
額
等
の
一
、
二
位
を
占
め
、
総
額
の
三
七

・
八
％
に
達
し
（
図
-
1
1
8
）
、
従
業
者
数
で
も
四
二
・
六
％
を
占

め
、
横
浜
の
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
事
業
所
数
で
は
、

金
属
製
品
製
造
業
が
首
位
で
あ
る
が
、
従
業
者
数
・
出
荷
額
か
ら

み
て
そ
の
規
模
は
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
（
図
－
1
1
8
）
。
従
業
者
数
を

規
模
別
に
み
る
と
一
千
人
以
上
の
大
企
業
の
割
合
が
減
少
し
、
大

企
業
の
省
力
化
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
図
-
1
1
9
）
。
人
口
千

人
当
り
商
店
数
で
は
、
西
・
中
・
南
区
の
旧
市
街
地
に
多
い
が
、

周
辺
区
に
は
著
し
く
少
な
い
（
図
-
1
2
0
）
。
商
品
販
売
額
は
、
四
十

七
年
に
二
兆
一
、
五
四
五
億
円
で
、
業
態
別
に
み
る
と
小
売
店
の
占

め
る
割
合
が
高
く
、
卸
売
業
の
割
合
・
販
売
額
は
、
他
都
市
に
比

し
て
低
く
、
流
通
機
能
の
弱
さ
を
示
し
て
い
る
（
図
-
1
2
1
）
。

図一118　製造業業種別事業所数・出荷額等構成比（47.12.31現在）

横
浜
の
一
〇
年
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図一120　商店数区別比較

　　　　(47.5.1現在)
図一119　製造業規模別従業者数

　　　　対比（47.12.31現在）

図一121　商業の10大都市比較（47.5　1現在）
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業



減
少
続
く
農
家
と
農
地

横
浜
の
農
業
は
、
こ
の
一
〇
年
間
に
大
き
な
変
容
を
と
げ
た
。
都

市
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、
生
産
緑
地
・
景
観
緑
地
・
防
災
緑
地

と
し
て
大
き
な
機
能
を
果
し
て
き
た
農
地
は
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
（
図
－
1
2
2
）
。
ま
た
、
農
家
数
に
つ
い
て
み
て
も
、

専
業
農
家
と
第
一
種
兼
業
農
家
の
減
少
が
著
し
く
、
こ
れ
に
反
し

て
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
増
え
て
、
農
家
人
口
割
合
は
、
昭
和
四

十
五
年
で
は
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
－
1
2
3
）
。

と
こ
ろ
で
市
内
の
農
業
生
産
物
を
野
菜
に
つ
い
て
み
る
と
、
作
付

面
積
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
生
産
量
は
年
間
一
〇
万
ト
ン
前

後
を
保
持
し
（
図
-
1
2
4
）
、
増
え
続
け
る
人
口
の
た
め
に
供
給
率
は

減
少
し
て
い
る
が
市
内
の
野
菜
需
要
量
の
約
三
五
％
の
自
給
率
を

確
保
し
て
い
る
（
図
-
1
2
5
）
。
今
後
も
農
業
専
用
地
区
の
設
定
等

を
推
進
し
、
市
民
に
新
鮮
な
野
菜
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
都

市
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
の
た
め
に
も
都
市
農
業
の
積
極
的
な

振
興
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

農地と農家の推移図一122

横
浜
の
一
〇
年
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図一123　農家人口の総人口に占める割合（45.2.1現在）

図一125　農産物供給割合

　　　　(昭和48年度推計)
図一124　野菜類生産量と供給率
　　　　の推移
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